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伊換に於ける今夏の藻類研究二題

八木 繁 一

A. 伊強に於ける夏季の Batrachospermumに就いて

本!障の犠に年平均試j毘15.50Cもあるill1.1.民主主地方では Batrachospe，.，引umはも

早5月Kも怒ると殆んど姿をと洋iしてしまうのが普通で、あるが，私は今夏8月

菩多~nl~~津村-1象讃i1JH八多喜騨の泣く一紙1)[司 )1.11 1 1祉の小山の北側に枇設に覆わ

れた 4m~ 位の泉のあるのを見た。ととにとの藻と Leゆptωod必iic的t勾J

t加e町1"0ωsc.vPρμμ仰111附z

ご二-箇J所i)列)月i'から4初似i占淑』浜iめてJ冷令い百荷!庁i7水kがとんとんとi湧男出している。 7Jd且は 170Cであっ
た。とのよ主は肱川の71'<がとの;J、山の下を潜流してととに湧出しているのだと

のととでるる。又とのJ裂を土地の人l土大詰lj"7kと呼んでいる。その附近の流れ

川の水温は 2i.5GC で， 首日 (I附附赤荊利|日12鉛8年8月3初O日削)の筑i慌毘が 3招20C でで、あつ

た。 かの溜温L泉郡川上ヰ半村λサj吉久の Nen川f

とから流れi出ιる;J小lト、サj川l川|のy水ki温毘が同年9月1日に2幻lGCで、誌るうつ7たζ。勿論前記二A'J
の誌は全然認められなかった。さて大清水の近くに今一つ樹聞に大泉がある

のでとれを調べたが，7ki毘は 18.5"C であって叉之主宰の諜は見詰らない。以

上のねU'J:ととからとの藻は他の環境もよく， 7k温が 170C位までの泉水で、あ

ったら，南図。l-l象に;於ても年IMIを油

じて枯死するとと友く生前が出米る

ものと考えられる。兎にf(J永年イ=)1-1象

のよ誌の藻を槻察している私には有jめ

ての事寅でるった。

との Batrachos抑川11111 は手11 さ 10~

15 cm内外で紫紅色で美しく ，下方

は輸生校脱落して主lj1lhは長く裸出し

ている。上方輸生技のある部分を観

ると中軸κ接近して襲来がニヲIJにな
らんでいるが，勿論胞子は全然な

く，中は宰liliIとなっている。との袈
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B. 伊韻の線藻に次の3種差新しく加える

昭和28年8月初日.26日.27日と 3日間伊7象南宇和郡内海村'E13良牛島の

海藻採集を行って約 60臨を得たが，その内次の雑誌 3租1は伊7象の海にて，

はじめて得たものであった。

1. Caulerpa Webbiana f. tomentella WEBER V. BOSSE 

2. Cauler仰 l'aCI!11/0savar. laete叩irellsWEBER V. BOSSE 

3. Caulel・paかltatavar. typica WEBER v， BOSSE 
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(松IJJ市北高等感校)




